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The experience and difficulties encountered by nursery school 
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師も常駐していなかった．本研究者は大学に所属する小
児看護学教員がこの部分を支援できないかと考える．「救
急車を呼ぶような重大事故は経験したことはありません
が，園内で訓練を行い，職員の間で話し合いを行う度，
状況把握・判断・指示，すべてにおいて自分たちの責任
の重さとその怖さを感じています」という記述があり，
日々の保育の中で，子どもの健康や安全を守る役割を担
う保育士は大きな負担を抱えていることが読み取れた．
保育所でリーダー的役割を担う保育士が「病児保育」に
関する判断や対応を行う上での相談をしたり，心肺蘇生
実技講習に限らず，体調不良児や外傷などが発生した際
に，適切かつ冷静に判断や対応を行うために必要な講習
を受けることができるための保育所と大学が連携するシ
ステムの構築ができればよいと考える．具体的には，保
育士を対象とした講習を保育課が企画する際に看護職で
ある大学教員が講習内容や方法を助言したり，講師を担
当するとよい．また，講習会の会場として，大学（看護
学実習室等）の施設や教材・図書などを利用できるよう
な体制をつくる．さらに，保育士が行った緊急時の対応
に関する振り返りを大学教員とともに行う機会を設ける
ことで，保育士が自身の行った判断や対応が正しかった
と自信をもって次回の判断や対応に臨めるようにする．
緊急時の対応などで判断や対応に迷った事例について
は，振り返りを通して適切な判断や対応について保育士
が学んだり，保護者への対応等についても保育士が相談
できる機会を定期的に設けるなどの体制づくりが必要で
あると考える．
Ⅴ．結　　論
　A市保育課が企画した「病児・病後児保育に関する講
習会」に参加した保育所においてリーダー的役割を担う
保育士62名を対象として，講習会終了後に病児保育に
関する経験と困難について尋ねる調査を行った．
　心肺蘇生実技講習の受講経験は96.7％であったが，病
児・病後児保育に関する研修を受けた経験があるものは
53.3％であった．
　緊急時等に相談できる医療機関がある施設は63.3％
あったが，看護師が常駐していない施設が96.7％で，病
児保育に関する判断や対応は保育所でリーダー的役割を
担う保育士が中心となって行っていた．緊急時等の役割
分担が決めてある施設が約85％，緊急時のマニュアル
がある施設は93.3％，緊急時対応シミュレーション訓練
を行っている所も90.0％であった．「病児保育」におけ
る観察や判断に関する困難感を尋ねた12項目の平均値
からは，対象者の困難は6点中1.97 ～ 3.31であり，「病
児保育」における観察や判断についての対象者の困難感
は全体的には高くないように見えた．その一方で，項目
毎にみると40％以上が「難しい」と回答している項目
もあり，自由記述には，緊急場面で動揺する職員への対
応の難しさ，過去の体調不良児や緊急場面での対応が適
切であったか確証をもてないこと，健康上の問題が発生
した際の判断や対応に関して保育士と保護者間で見解が
異なった場合の葛藤等が記載されていたことから，保育
士によっては困難感を抱いていることも確認できた．
　このような保育士の困難な状況を緩和するため，地域
貢献の一環として，看護職でもある大学教員が保育士の
講習の企画・実施を支援したり，保育士が自信をもって
緊急時に判断や対応をするために相談を受ける機会を定
期的に設ける等，大学と保育所による連携システム構築
の必要性が示唆された．
Ⅵ．おわりに
　本研究の対象者は30名と少ないことから，結果の一
般化には限界がある．また，本調査は「病児保育」に関
する講習後に行われ，研究者が体調不良児や外傷発生時
の判断や対応に関する内容の講習を行った講師であった
ことが，困難感の度合いについての回答に影響した可能
性が否定できない．今後，対象を拡大して調査を行う必
要がある．
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